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傘
宗
像

の
再
会
・
御
神
威
新
た
に

季
大
祭
斎
行

に
恵
ま
れ
一
＿
一
日
間
で
約1
6万
人
が
参
拝
s

連
日
秋
晴
れ
の
好
天
の
な
か
斎
行
さ
れ
た
本
年
の
秋
季
大
祭
、

昨
年
約
三
十
年
振
り
に
再
興
さ
れ
た
神
湊
市
街
地
の
陸
上
神
幸

は
、
本
年
よ
り
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て
玄
海
小
・
中
学
校
の

生
徒
も
奉
仕
、
神
湊
渡
船
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
み
あ
れ
祭
当
日
に
新

た
に
開
業
す
る
な
ど
し
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
日
間
で
約

十
六
万
人
の
参
拝
者
で
連
日
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

.III_
—| 

み
あ
れ
祭
（
海
上
・
陸
上
神
幸
）

主
基
地
方
風
俗
舞
奉
奏

午
前
八
時
半
、
大
島
で
中

津
宮
出
御
祭
を
斎
行
。
沖
津

宮
と
中
津
宮
の
御
神
璽
を
神

輿
に
奉
安
、
大
島
小
学
校
鼓

笛
隊
先
導
の
も
と
大
島
港
ま

で
陸
上
神
幸
が
行
わ
れ
、
沖
・

中
両
宮
の
神
輿
を
御
座
船
に

お
載
せ
し
た
。

•"』9譴呵●
つき なみ

1 日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭

宗像護国神社

月命日祭

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏

3 日明治祭

午前 1 1 時～
つき なみ

15日月次祭併
七五三祭

午前10時～
総社祭・高宮祭

第二宮•第三宮祭

23日新嘗祭

午前11 時～
豊栄舞奉奏

m
閂
恥

よ
り
龍
と
化
す
と
い
う
。
そ
れ
故
に
こ

れ
を
登
龍
門
と
し
、
鯉
の
滝
登
り
と
も

い
わ
れ
、
節
句
の
鯉
熾
も
こ
れ
に
由
来

す
る
。
転
じ
て
登
龍
門
は
、
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
試
練
を
指
す
r
辰
年

の
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
ニ
ヶ
月
で

あ
る
が
、
尖
閣
・
竹
島
の
領
土
問
題
に

大
き
く
揺
れ
た
年
と
の
印
象
が
大
き

い
。
こ
の
領
土
問
題
の
正
義
は
我
に
有

り
と
い
う
の
は
国
民
の
＿
致
し
た
認
識

で
あ
る
と
思
う
。
故
に
国
際
司
法
裁
判

所
へ
の
提
訴
に
彼
の
国
々
は
応
じ
ぬ
の

で
あ
る
▼
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
一
貫

し
て
流
れ
る
「
穏
便
に
」
と
か
「
平
和
裡

に
」
と
い
う
対
応
に
終
始
し
て
き
た
事

に
よ
り
、
我
が
国
は
国
際
社
会
の
中
で

侮
ら
れ
続
け
て
き
た
の
も
事
実
で
あ

る
。
そ
の
解
決
に
は
、
時
機
を
得
て
一

歩
前
に
踏
み
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
も

自
明
で
あ
る
▼
日
本
列
島
は
、
そ
の
形

状
か
ら
龍
と
称
せ
ら
れ
る
事
も
あ
る
。

そ
の
姿
を
欠
け
さ
せ
て
亡
国
の
道
を
歩

む
も
、
真
の
龍
た
ら
ん
と
国
家
の
そ
の

強
き
意
志
を
示
す
も
、
こ
の
「
登
龍
門
」

と
い
う
言
葉
に
帰
結
す
る
。
（
佐
）

神具·装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 霊話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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午
前
九
時
二
0
分
、
大
島
港
を
―
一
方
、
総
社
・
辺
津
宮
で
は
午
一

出
港
。
港
外
に
は
波
切
御
幣
・
紅
こ
則
九
時
に
出
御
祭
を
斎
行
、
辺
津
[

白
吹
流
し
（
御
手
長
）
、
大
漁
旗
で
二
呂
の
御
神
璽
が
神
湊
港
に
向
わ
れ
一

飾
ら
れ
た
約
一
五
0
隻
の
漁
船
が
丁
た
。

待
機
し
て
お
り
二
隻
の
御
座
船
に
一
前
日
ま
で
台
風
十
七
号
の
接
近
i

続
い
た
。
一
で
、
み
あ
れ
祭
（
海
上
神
幸
）
の
斎
i

喜
丘
が
危
ぶ
ま
れ
、
当
一

]
一
｝
―
-
言
い
[
t
E
t
『
口
ふ
-
\
、
]

ペ
t
，
ー

□

[
日
[
-
〖
―
-

ょ
＂
．
―

-
l
汀
い
』
日
一
シ
亭

l←
f
i

・
「
て
勇
壮
で
あ
っ
た
0

I
 

.
 

.
:
~
嘩

．
―
-
―
二
隻
の
御
座
船
は
一
り
行
わ
れ
、
奉
仕
者
に
対
し
参
列
一
入
御
を
終
え
る
と
秋
季
大
祭
ー

塁
:
`
`
`
`
[
:
`
]
言
い

7
1
9
`

を
周
回
し
宗
像
七
浦
二
払
海
中
学
校
男
子
生
徒
が
神
輿
の
ニ
カ
風
俗
舞
が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
、
t
i
ヤ

l

の
各
母
港
へ
そ
れ
ぞ
二
門
そ
の
一
基
を
担
い
、
同
女
子
生
二
志
無
く
祭
典
は
終
了
し
た
。
一
一
、
『
必

れ
帰
還
の
途
に
つ
い
二
徒
は
巫
女
装
束
に
て
後
従
を
奉
仕
、
一

た
[
回
小
学
校
の
児
童
も
稚
児
装
束
に

[
·
H＂
躙=
I
~

ーI

そ
れ
を
見
送
っ
た
二L
紅
白
吹
流
し
（
御
手
長
）
を
捧
持
、
二
流
鏑
馬
神
事
、
翁
舞
奉
奏

御
座
船
は
辺
津
宮
の
こ
ま
た
法
被
姿
に
て
提
灯
行
列
を
組
一
午
前
八
時
か
ら
神
門
前
の
馬

神
輿
が
待
つ
神
湊
港
丁
む
な
ど
し
て
御
神
幸
に
加
わ
り
、
こ
砺
道
で
流
鏑
馬
神
事
の
奉
納
が

に
入
港
、
三
基
の
神
工
白
雅
な
姿
の
御
神
幸
が
神
湊
で
再
二
付
わ
れ
、
馬
上
の
射
手
が
地
上
七

輿
は
神
湊
の
高
台
に
盃
況
さ
れ
た
。
[
”
い
の
的
に
向
け
、
次
々
と
矢
を
射

あ
る
頓
宮
へ
参
進
、
i
神
湊
便
局
前
の
御
駐
賛
所
で
御
：
る
と
参
拝
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手

頓
宮
祭
が
斎
行
さ

□
神
璽
は
御
座
車
に
移
さ
れ
、
白
バ
i
が
起
こ
っ
て
い
た
。

れ
、
祭
典
後
に
は
御
ロ
イ
・
消
防
車
に
先
導
さ
れ
て
総
社
・
一
午
前
十
一
時
に
は
二
日
祭
が
、

座
船
状
贈
呈
式
が
執
二
辺
津
宮
本
殿
へ
入
御
さ
れ
た
。
二
福
岡
県
神
社
庁
宗
像
支
部
の
神
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職
奉
幣
使
、
宮
地
嶽
神
社
献
幣
使
、
二
丁
生
徒
四
名
に
よ
る
浦
安
舞
が
奉
丁
れ
た
。

氏
子
奉
幣
使
に
も
参
向
い
た
だ
き
口
柄
さ
れ
、
十
二
単
を
身
に
纏
っ
た
舞
一
ま
た
午
後
六
時
に
は
、
高
宮
神

斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
で
は
喜
多
流
こ
姫
の
姿
は
詰
め
か
け
た
多
く
の
参
二
余
備
祭
が
高
向
宮
司
以
下
神
職
・

能
楽
師
・
梅
津
忠
弘
師
同
社
中
の
二
拝
者
を
魅
了
し
た
。
終
了
後
、
引
二
巫
女
、
氏
子
青
年
会
外
の
奉
仕
の

奉
仕
に
よ
り
、
能
管
や
鼓
の
鳴
り
：
き
続
い
て
奉
仕
神
職
が
高
宮
・
第
ニ
卜
斎
行
さ
れ
、
浄
闇
の
祭
場
で
「
悠

物
に
合
わ
せ
、
能
楽
「
翁
舞
」
が
神
ニ
一
宮
・
第
三
宮
・
宗
像
護
国
神
社
丁
久
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
る
と
参
列
者
一

前
に
奉
奏
さ
れ
た
。
二
り
各
祭
場
へ
別
れ
、
秋
祭
り
を
斎
行
二
同
感
動
の
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
高

：
し
た
。
二
呂
神
奈
備
祭
で
三
日
間
に
亘
る
秋

●
胄
國
言
鵬
．
＇
―
[
午
後
二
時
か
ら
は
拝
殿
で
南
坊
二
李
大
祭
は
無
事
に
締
め
括
ら
れ
た
。

浦
安
舞
奉
奏
こ
流
・
ニ
代
洗
心
庵
・
瀧
口
宗
芳
氏
i
こ
こ
に
秋
季
大
祭
に
御
奉
仕
頂

午
前
十
一
時
よ
り
三
日
祭
が
斎
一
以
下
同
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
が
斎
一
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

行
さ
れ
、
地
元
玄
海
中
学
校
の
女
二
付
さ
れ
見
事
な
御
点
前
を
披
露
さ
：
ま
す
。

宗
像
大
社
氏
子
会

◎
海
上
神
幸
奉
仕

◆
沖
津
宮
御
座
船
第
十
新
幸
丸

（
鐘
崎
）
船
長
・
権
田
展
康

◆
中
津
宮
御
座
船
第
二
大
福
丸

（
大
島
）
船
長
・
古
賀
健
二

◆
沖
津
宮
先
導
船
健
栄
丸

（
神
湊
）
船
長
・
三
苫
健
二

◆
中
津
宮
先
導
船
東
丸

（
地
ノ
島
）
船
長
・
奥
正
彦

◆
花
火
船
信
洋
丸

（
大
島
）
船
長
・
宮
本
敏
喜

◆
報
道
船
み
た
け

（
大
島
）
船
長
・
遠
藤
英
樹

右
を
始
め
海
洋
神
事
奉
賛
会

（
会
長
・
権
田
仁
八
郎
）
参
画
の

宗
像
漁
協
・
鐘
崎
漁
協
等
所
属
の

漁
協
組
合
員
の
皆
様

◎
陸
上
神
幸
奉
仕

◆
御
座
車

西
久
大
運
輸
倉
庫
国
・
採
新
出
光

宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

宗
像
観
光
協
会

◆
先
導
車

宗
像
観
光
協
会

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団

◆
供
奉
車

宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

i
◆
大
島
鼓
笛
隊
奉
仕

i
大
島
小
学
校
児
童

[
◆
御
長
手
棒
持
・
提
灯
行
列

一
玄
海
小
学
校
児
童

i
◆
陸
上
神
幸
実
行
委
員
会

~
玄
海
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
協
議
会

一
津
加
計
志
神
社
総
代

一
宗
像
観
光
協
会

i
宗
像
・
沖
ノ
島
世
界
遺
産
市
民
の
会

[
宗
像
市

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

一
◎
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕

[
〈
舞
方
〉
中
野
久
志
、
清
水
陽
介

~
松
井
徳
一
郎
、
松
井
稔

i
〈
歌
方
〉
石
津
典
秀
、
永
島
卓
也

~
菊
本
兼
二
、
吉
田
光
年

森
勝
紀

一
◎
氏
子
奉
幣
使

i
福
嶋
光

一
◎
流
鏑
馬
奉
仕

i
宮
木
貞
彦
師
以
下
同
門
中

一
◎
浦
安
舞
奉
仕

]
玄
海
中
学
校
二
年
生

i
磯
辺
か
え
で
、
田
中
佐
季

i
三
苫
愛
海
、
中
村
あ
や
み

一
◎
翁
舞
奉
仕

i
喜
多
流
能
楽
師
梅
津
忠
弘
同
門
中

ロ
三
南
坊
流
献
茶
祭
奉
仕

~
二
代
洗
心
庵
瀧

□
宗
芳
同
門
中

二
謳
回
宮
神
奈
備
祭
奉
仕

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

秋
季
大
祭
奉
仕
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
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一
神
茫
恥
粒
町
羹
会
開
幕

今
年
も
神
郡
宗
像
に
菊
の
季
節
：
り
・
古
木
添
え
木
・
洋
菊
・
千
輪
咲

が
到
来
し
ま
し
た
。
第
四
十
二
回
：
き
・
一
文
字
作
り
・
菊
人
形
と
様
々

西
日
本
菊
花
大
会
（
宗
像
大
社
菊
丁
な
種
類
の
菊
約
三
千
鉢
が
出
品
さ

花
会
、
宗
像
観
光
協
会
共
催
）
が

L
れ
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
一
日
に
開
幕
し
、
境
内
は
一
期
間
中
は
観
菊
者
、
七
五
三
詣

多
く
の
菊
花
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
C

の
家
族
連
れ
等
で
大
い
に
賑
わ

こ
の
菊
花
展
は
、
質
・
量
と
も
に
一
い
、
境
内
で
は
「
菊
み
く
じ
」
、
「
喫

全
国
屈
指
の
規
模
を
誇
り
、
愛
好
二
余
コ
ー
ナ
ー
」
（
勅
使
館
）
が
開
か

家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
大
輪
・
丁
れ
、
ま
た
菊
苗
・
菊
鉢
、
地
域
の
特

け
ん
が
い

盆
栽
．
懸
崖
）
•
福
助
・
ダ
ル
マ
作
二
座
品
や
軽
食
の
販
売
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
何
か
ご
不
明
な
点

r

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
緑
の

し
1ヽ

：
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
宗
像
大

社
菊
花
会
々
員
に
お
気
軽
に

，
＇
お
声
掛
け
下
さ
い
。

＆
．

9
-

尚
、
本
年
の
開
催
期
間
は

l

』
-
’
十
一
月
一
月
二
十
二
日

i
-
『
い
戸
い□0

9
の
て
是

r

―
ィ
ー
，
g
；
`
‘

―
i
:
ゞ
ー
：
様
＼
ー
ー
ー
]

8

，
の
、
し
i
令
，
ロ

ご
5に毎光会年 れ社づを

よ年佐々‘こた秋き取秋
り表三長当の゜季始り季
斎千氏‘時献 恒め戻大
行家の出の茶 例たし祭
さ家御光宗祭 の十、の
れ元尽興像は 献月宗賑
て直力産大‘ 茶十像わ
い々よ創社昭 祭七のい
るの〗業復和 が日山も
゜御魯者興三 童‘々落
茶奉り、期十 ィ了当も着
の仕、出成七 さ大色き，→こ‘ヽ．、:_.,-．ぇ•-「9...
......................................................................................... -

手拝 祭れて社宰支会興

贋晨塁嘉［贋賃贋胃長貫巳疇甲喝疇 一
披ての窟所の一満高表式斎表を まで境方を九り様 で近は道
露家祝付定塁畠宮辻千会千千合定れ華内々は、）小I 県と当あで‘を
宕百塁胄閾更悶冑贋高翡覧塁唇~ t~累祐盆品畠四竺且歪打胃亭
‘淀上たにとは・支門光宗冗奉ー な服々茶のもた、 るの
拝み r 着参、福邪会昭匠窒仕時 雰姿と道同とが生 待御亙
観な続 座進祓岡口福介、冗神、 囲の参に門よ‘憎 望手に
者いき し、舎県竺岡名出而職― 気女集勤会晶早の の前と
は御、 、そに神太県誉光妙、鼓 に性しし々口朝空 神をっ

包達、む員．よ模 事間て
' ＝弓 ｷ •・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

：—-＝湯具茶斎席 厳礼会儀御べt でか
芦竺でのの席館が献粛を長の神が直し見た
醍逸にの催茶掴行‘後前流茶ば守ず
醐品掲同さ祭にぃ西 r れ、しつを味をけ門れ終滞、高塵桑畠塁静たの
に鑑ら＾る了り約辻、献、の寂 み

芝雰姑竺認： ：謡齋胃甕言層畠 亮
が軸席閾列了のが出゜手雅点 ま
らやさ光者｝祭玉光献に楽て な
茶茶れ席は：典串名茶よのら ざ
の道、、副 は拝誉のり調れ し

献
茶
祭
斎
行



日曜木日ー月ーー
．
九
月
二
十
六
日
、
福
岡
市
箱
崎
二
府
天
満
宮
宮
司
）
を
は
じ
め
関
係
i

年
一叫

浜
に
あ
る
福
岡
県
神
社
庁
で
、
今
二
者
、
当
大
社
か
ら
は
高
向
宮
司
以
一

呼
年
度
の
伊
勢
神
宮
の
お
札
で
あ
る
ニ
卜
神
職
、
総
代
が
参
列
、
奉
仕
員
一

i
「
神
宮
大
麻
」
と
、
同
庁
発
行
の
了
こ
し
て
も
神
職
と
巫
女
も
出
向
し
[

こ
よ
み
は
ん
ぶ
は
じ
め

i
「
暦
」
の
頒
布
始
祭
が
斎
行
さ
れ
、
二
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。
[

i
 一

神
宮
よ
り
亀
田
幸
弘
禰
宜
、
西
高
一
神
宮
（
伊
勢
神
宮
）
は
皇
室
の
御
一

ロ
辻
信
良
福
岡
県
神
社
庁
長
（
太
宰
：
祖
先
神
で
あ
る
天
照
大
神
を
お
祀
一

り
し
、
国
民
の
総
氏
神
で
一

も
あ
る
お
宮
。
年
末
に
む
一

け
て
新
し
い
大
麻
の
頒
布
一

が
始
ま
る
旨
の
祭
典
を
、
i

九
月
十
七
日
に
ま
ず
神
宮
ご
」
浦
安
舞
を
奉
奏
、
多
く
の
参
列

で
斎
行
さ
れ
、
そ
の
後
各
二
者
を
魅
了
し
た
。

県
の
神
社
庁
に
お
札
が
到
一
そ
の
後
も
各
支
部
ご
と
に
頒
布

着
す
る
と
各
県
単
位
で
祭

□始
祭
が
斎
行
さ
れ
、
宗
像
支
部
で

典
が
執
り
行
わ
れ
る
。
口
ほ
十
月
十
二
日
に
斎
行
さ
れ
て
い

当
日
は
県
内
各
地
よ
：
る
。

り
神
職
や
総
代
約
二
八

0
]
さ
ら
に
、
宗
像
地
域
の
総
氏
神

名
が
参
列
、
当
大
社
の
巫
二
J
も
あ
る
当
大
社
の
お
札
の
頒
布

女
二
名
も
緊
張
す
る
面
持
：
を
開
始
す
る
宗
像
大
社
神
符
頒
布

ち
で
は
あ
っ
た
が
、
優
雅

□始
祭
が
今
月
の
十
九
日
に
斎
行
さ

二
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
師
走
。

ー
一
本
年
も
新
た
に
奉
製
さ
れ
た

一[
9
ぃ
神
宮
大
麻
と
宗
像
大
社

一

□
神
符
を
ご
家
庭
に
奉
斎
い
た
だ
き
、

[
新
年
を
お
迎
え
い
た
だ
け
れ
ば
と

二
仔
じ
ま
す
。

5
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平
成
2
4年
度
福
岡
県
神
社
庁

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

去
る
十
月
十
日
、
宗
像
大
社
よ
一

り
事
務
局
並
び
に
主
基
地
方
風
俗
[

舞
保
存
会
々
員
総
勢
十
八
名
が
出
一

向
し
、
高
良
大
社
（
久
留
米
市
鎮
，

座
）
御
神
前
に
て
主
基
地
方
風
俗
一

舞
を
奉
納
し
た

同
社
で
は
十
月
九
ー
十
一
日
迄
、
一

高
良
く
ん
ち
と
呼
ば
れ
る
例
大
祭
i

が
斎
行
さ
れ
、
当
日
は
こ
の
二
日
一

目
、
多
く
の
崇
敬
者
が
参
集
、
当
一

社
高
向
宮
司
も
参
列
す
る
な
か
風
[

俗
舞
が
奉
奏
さ
れ
る
と
、
そ
の
荘
一

厳
な
姿
に
見
入
っ
て
い
た
。
＂

主
基
地
方
風
俗
舞
の
舞
歌
に
一

,
2
2

望
三
一
―

ち
は
や
ふ
る

高
良
の
山
の
神
籠
石

か
け
ず
く
づ
れ
じ

御
代
に
な
ら
い
て

と
い
う
和
歌
が
あ
る
由
縁
か
ら
、
一

同
社
よ
り
依
頼
が
あ
り
奉
納
す
る
一

運
び
と
な
っ
た
。
じ
つ
は
平
成
四
年
一

に
も
同
社
に
て
奉
納
し
て
お
り
、
i

当
時
を
知
る
奉
仕
者
は
懐
か
し
む
一

よ
う
に
二
十
年
前
の
思
い
出
な
ど
一

も
語
っ
て
く
れ
た
。
~

主
基
地
方
風
俗
舞

S
2
0
年
振
り
に
高
良
大
社
に
て
奉
納s
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百
田
尚
樹

ｮ
 

• ---＿⇒ ．．一、•• 1 

七五三詣のこ案内
宗像大神様に生を受けてから今日まで
無事に成長出来たことを感謝し

将来のご加護を祈願する人生儀礼です。

出
光
興
産
創
業
者

出
光
佐
一
＿
一
の
壮
絶
な
生
涯
を
描
い
た

『
海
賊
と
aゞ
1
れ
た
男
』
（
上
・
下
）

（
百
田
直
樹
•
著
／
講
談
社
）

す
で
に
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
宗
像
市
赤
間
出
身
で
、

昭
和
の
大
造
営
な
ど
当
社
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
、
出
光
興

産
の
創
業
者
で
あ
る
出
光
佐
三
氏
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
、
『
海
賊
と
よ

ば
れ
た
男
』
（
上
・
下
）
が
講
談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
は
、
『
大
家
族
主
義
』
『
人
間
尊
重
』
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
終
戦

後
、
社
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
一
人
の
馘
首

も
せ
ず
、
人
の
力
を
信
じ
会
社
を
再
興
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
日
本
再
建

の
た
め
に
、
欧
米
の
巨
大
石
油
会
社
、
大
英
帝
国
を
相
手
に
堂
々
と
渡
り

合
い
、
世
界
を
あ
っ
と

言
わ
せ
た
日
章
丸
事

件
な
ど
…
出
光
佐

三
氏
の
九
十
五
年
に
亘

る
壮
絶
な
生
涯
を
事

実
に
基
づ
い
て
描
い
た
、

本
格
的
歴
史
経
済
小

説
で
す
。

氏
の
強
烈
す
ぎ
る

人
生
に
引
き
込
ま
れ
、

こ
ん
な
日
本
人
が
い
た

の
か
と
、
魂
の
奮
え
る

衝
撃
の
本
で
し
た
。
是

非
ご
一
読
を
お
勧
め
し

ま
す
。

百
田
尚
樹

゜

定
価
ー
、6
8
0

円

十
月
十
三
・
四
日
に
か
け
て
建
築
二
参
拝
、
高
宮
祭
場
や
神
宝
館
を
拝

家
・
池
田
武
邦
氏
ら
六
名
が
宗
像
二
観
さ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
大
島
へ
渡

三
宮
に
参
拝
さ
れ
た
。
：
島
し
、
中
津
宮
を
参
拝
、
御
嶽
神

池
田
氏
は
一
九
二
四
年
生
ま
れ
：
社
、
沖
津
宮
遥
拝
所
な
ど
島
内
を

の
8
8歳
、
海
軍
士
官
と
し
て
日
本
一
周
遊
し
た
。

海
軍
最
後
の
巡
洋
艦
「
矢
矧
」
に
乗
i
翌
日
は
晴
天
、
沖
ノ
島
へ
の
渡
島

り
、
沖
縄
特
攻
に
も
参
加
、
戦
後
、

□
か
叶
い
沖
津
宮
を
参
拝
、
普
段
は
訪

日
本
で
最
初
の
超
高
層
ビ
ル
で
あ
る
丁
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
禁
制
の
島
に

霞
が
関
ビ
ル
を
始
め
、
日
本
の
高
層
[
-
同
、
感
嘆
の
様
子
で
あ
っ
た
。

建
築
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
一
御
参
拝
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
、

れ
て
き
た
。
：
今
後
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

一
行
は
ま
ず
、
総
社
・
辺
津
宮
を
□
し
上
げ
ま
す
。

建
築
家

◆年齢
◆期間
◆初穂料
◆授与品

3歳の男女児、 5歳の男児、 7歳の女児

11 月末迄
1 人 5,000円
御守、御幣、千歳飴ほか

1 1 月 10日（土）～ 13 日（火）まで
午前8時30分～午後5時
宗像大社本殿横

無料

池
田
武
邦
氏
参
拝
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戦
艦
大
和
が
四
月
七
日
十
四
時
：
る
。
そ
の
奇
跡
の
生
還
を
し
た
涼
：
も
恐
れ
た
）
不
安
な
一
夜
が
明
け
は
一
「
一

< 

〖
二
三
分
に
沈
没
、
護
衛
艦
も
軽
巡
二
月
は
「
奇
跡
！
不
屈
の
闘
魂
が
後
：
じ
め
、
九
州
の
山
々
が
薄
墨
色
に
]
『

-
F、i

一
矢
矧
、
駆
逐
艦
四
艦
が
撃
沈
さ
れ
こ
追
で
帰
投
、
間
一
髪
で
着
底
」
を
引
二
兒
え
て
き
た
。
夜
も
明
け
る
に
つ

□
4

一
た
。
し
か
し
涼
月
、
冬
月
等
四
艦
二
用
し
て
み
よ
う
。
戦
い
終
わ
っ
て
艦
丁
れ
て
一
睡
も
し
て
い
な
い
乗
組
員

□
陸

i
が
帰
還
し
た
。
口
の
損
傷
激
し
く
人
間
で
い
え
ば
瀕
こ
ほ
、
軍
歌
を
合
唱
し
て
元
気
を
つ
口
丑~
i
こ•A 

i
阿
部
三
郎
の
「
特
攻
大
和
艦
隊
」
二
先
の
重
傷
で
あ
る
。
艦
は
渾
身
の
口
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
死
守
二
芝

像
（
光
人
社
）
で
は
、
大
和
と
九
艦
の
丁
刀
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
：
し
た
。
食
事
は
飯
な
ど
炊
く
余
裕
こ
臼

,'! 

~t,>'

．
一
戦
い
ぶ
り
．
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
一
速
力
は
九
ノ
ッ
ト
、
機
関
長
は
丁
も
な
い
の
で
、
乾
パ
ン
を
か
じ
り
、
二
｛
｛

A
-
.

『
S
h

K
6

艦
が
佐
世
保
に
帰
投
す
る
ま
で
、
一
副
食
と
し
て
角
砂
糖
を
見
つ
け
て
ir
,
•
9
1

A

5

 

叫
い
つ
エ
ン
ジ
ン
が
故
障
す
る
か
一
二
配
給
し
、
大
い
に
喜
ば
れ
た
（
中
略
）
丁
J
な
っ
た
。
こ
貝
は
泳
い
で
岸
に
は
い
上
が
っ
た
り
、

瞬
も
気
が
許
せ
な
か
っ
た
（
そ
れ
こ
佐
世
保
の
湾
外
で
、
駆
逐
艦
が
迎
一
湾
内
の
艦
舶
は
艦
首
が
水
に
浸
：
ド
ッ
ク
の
内
側
に
あ
る
垂
直
の
梯

M
-

と
共
に
米
軍
機
、
潜
水
艦
攻
撃
一
え
に
来
た
。
「
ワ
レ
、
貴
艦
ノ
側
方
丁
か
り
そ
う
に
な
り
、
艦
尾
が
持
ち
二
丁
を
伝
っ
て
上
陸
を
し
た
。
ま
さ

宗

二
プ
護
衛
ス
」
と
の
信
号
を
見
た
時
丁
上
が
っ
た
、
異
形
の
艦
を
見
て
、
一
こ
兵
可
跡
の
生
還
で
あ
っ
た
。

こ
」
、
や
っ
と
「
助
か
っ
た
」
と
い
う
実
二
瞬
呆
気
に
と
ら
れ
、
そ
れ
が
沈
ん
i

二
感
が
湧
い
て
き
た
。

□
た
と
諦
め
て
い
た

一
午
後
二
時
す
ぎ
佐
世
保
の
湾
に
一
「
涼
月
」
と
分
っ
た

□
人
り
始
め
た
。
鎮
守
府
の
建
物
が
一
時
、
異
様
な
感
動

」
見
え
、
続
い
て
裏
山
の
桜
が
見
え
口
か
湾
内
を
包
ん
だ
。

i
て
き
た
と
き
に
は
、
後
部
指
揮
所
i
そ
し
て
そ
れ
が
な

こ
芯
た
全
員
が
泣
い
た
。
爆
煙
と
丁
ん
と
も
言
え
な
い

直
油
ま
じ
り
の
水
柱
を
被
っ
て
真
っ
一
歓
声
と
な
っ
て
、
拡

t
黒
に
な
り
、
敗
戦
兵
の
よ
う
な
恰
□
か
っ
て
い
っ
た
。
そ

互
を
し
た
全
員
が
た
だ
涙
を
流
し
二
り
後
艦
は
ド
ッ
ク

丁
た
（
中
略
）
と
に
か
く
皆
が
泣
い
た
。
こ
に
入
っ
た
が
、
そ
こ

ニ
桜
が
ぼ
ー
っ
と
か
す
ん
で
見
え
な
二
c

着
底
し
、
乗
組

7
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一「宗像大社刀剣展」のこ案内
現在、当大社神宝館で御祭神へ奉納された
刀剣を公開しております。
刀匠の技の結晶を皆様是非ご覧下さい。

◆会期
◆時間
◆会場
◆拝観料

11 月 25 日（日）まで
午前9時～午後4時30分
宗像大社神宝館 1 階展示室

大人 500円
大学・高校生 300円
中・小学生 200円

*15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため、

平成24年 1 1 月 26日（月）～28 日（水）は、

館内の一部がご覧いただけない場合がございます。

詳しくは宗像大社0940-62-1311 へ
お問い合わせ下さい。
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一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

」
寛
よ
り
流
る
る
豊
か
な
神
水
を
掬
ひ
て
飲
め
ば
甘
き
味
す
る

一
気
持
の
良
い
歌
だ
、
阿
蘇
山
麓
あ
た
り
の
湧
水
を
祀
っ
た
神
社

[
』
な
ど
を
想
像
し
た
。
豊
か
な
湧
き
水
が
神
水
な
ら
ば
、
き
っ
と

]
口
に
し
た
作
者
に
は
福
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

＂
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

た
た
か
ひ
の
最
中
の
軍
需
も
忘
れ
去
り
水
中
バ
レ
ー
に
今
が
青
春
i
~
さ
み
し
さ
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
夢
枕
小
川
に
流
し
し
女
郎
花
見
ゆ

年
配
と
思
わ
れ
る
作
者
の
「
今
が
青
春
」
が
良
い
。
軍
需
は
言
葉
が
足
ら
ず
の
感
じ
な
i

「1の
で
、
〈
戦
時
中
の
軍
需
工
場
を
も
う
忘
れ
水
中
バ
レ
ー
す
る
今
が
青
春
〉
と
し
て
み
た
°
]
大
変
調
子
の
良
い
歌
。
「
日
常
の
寂
し
さ
は
と
も
か
く
も
、
女
郎

＝
花
を
川
に
流
し
た
夢
を
見
た
よ
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
か
。
女
郎

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
一
花
は
思
い
出
の
女
性
の
暗
喩
か
も
し
れ
な
い
。

節
電
に
灯
火
管
制
想
い
出
づ
う
す
暗
き
部
屋
に
家
族
寄
り
そ
ふ
[

こ
の
夏
の
原
子
力
発
電
の
停
止
で
全
国
で
節
電
が
要
請
さ
れ
た
[
宗
像
市
田
久
造
桔
梗

テ
、
実
行
し
て
い
る
一
場
面
。
年
配
の
作
者
は
灯
火
管
制
を
思
こ
旧
悪
の
吐
露
を
わ
ら
へ
ば
後
輩
は
お
な
じ
に
ほ
い
が
吾
に
も
す
と
言
ふ

い
出
す
が
、
家
族
が
寄
り
添
っ
て
過
ご
す
夜
も
悪
く
な
い
。
i
〈
旧
悪
〉
を
笑
っ
た
ら
、
同
じ
穴
の
格
だ
ろ
う
と
、
逆
襲
さ
れ
た

こ
作
者
。
旧
悪
は
た
い
し
た
悪
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
結
句
の
吾
は

二
字
余
り
で
も
わ
れ
と
読
み
た
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
~

崖
を
這
ふ
葛
の
花
の
散
り
初
め
て
粒
な
す
紅
道
辺
に
帯
な
す
[

色
彩
感
の
あ
る
美
し
い
歌
。
二
句
の
字
足
ら
ず
が
気
に
な
る
の
一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

―
―
で
〈
葛
の
穂
花
の
〉
〈
葛
の
花
の
穂
〉
な
ど
と
し
て
は
い
か
が
。
一
日
の
暮
れ
て
哀
へ
や
ま
ぬ
暑
さ
の
中
思
ひ
浮
ば
ぬ
事
の
多
か
り

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
[
]
暑
さ
に
消
耗
し
た
作
者
は
頭
脳
も
す
こ
し
お
疲
れ
気
味
ら
し
い
。

あ
お
]
.
「
今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
ね
」
と
肩
を
叩
い
て
あ
げ
た
い
。
四
句

い
く
じ
ふ
の
天
の
羽
衣
ひ
ろ
げ
ゆ
く
朝
空
碧
し
三
里
松
原
~

i
L
は
〈
思
ひ
出
だ
せ
ぬ
〉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

気
持
の
良
い
景
だ
が
天
の
羽
衣
を
ひ
ろ
げ
る
も
の
が
何
か
が
不
~

雨
明
。
羽
衣
を
広
げ
る
の
が
明
け
て
ゆ
く
空
な
ら
ば
そ
の
比
喩
と
]
福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

一
分
か
る
よ
う
に
。
鳥
な
ど
な
ら
名
を
入
れ
て
。
ニ
ア
イ
ケ
ア
の
習
字
サ
ー
ク
ル
老
輩
は
筆
に
ぎ
り
し
め
手
本
に
挑
む

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
]
]
デ
イ
ケ
ア
で
習
字
に
励
む
作
者
の
自
画
像
と
読
ん
だ
が
、
同
じ

一
ひ
ら
の
雲
に
残
れ
る
夕
あ
か
ね
孔
太
寺
の
山
青
く
暮
れ
ゆ
<
[
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
の
姿
で
も
良
い
。
〈
筆
を
握
り
し
め
〉
の
描
写

刻
々
と
色
を
変
え
る
夕
空
の
、
最
後
の
茜
色
に
心
を
惹
か
れ
た
一
か
ら
真
剣
な
様
子
が
あ
り
あ
り
と
見
え
る
。

言
ロ
ロ
ロ
ロ
戸
□

冒
汀
汀
汀
際
立
j
l

一
台
風
が
家
を
鳴
ら
し
て
通
る
午
後

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~
．

~
な
す
す
べ
な
く
て
立
ち
て
は
座
る

味
噌
汁
に
韮
の
み
ど
り
を
ほ
う
り
こ
み
朝
よ
り
暑
き
陽
は
昇
り
た
り
~

味
噌
汁
の
良
い
匂
い
が
し
て
き
そ
う
な
歌
。
上
句
・
下
句
が
主
i

語
の
ち
が
う
二
つ
の
文
脈
か
ら
成
る
の
で
、
三
句
切
れ
に
し
〈
ー
一
寂
し
さ
は
指
に
は
じ
ま
る
鱗
ご
と

ほ
う
り
こ
む
朝
よ
り
ー
昇
り
き
て
〉
と
文
脈
を
―
つ
に
。
一
こ
の
し
ろ
の
皮
ぞ
つ
く
り
と
剥
ぎ

年宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

幽
暗
の
琴
の
音
さ
は
や
神
奈
備
祭

I
”

ハ1り
ぃ
｀
鱈

秋
」
、
神
郡
宗
像
に
秋
を
つ
げ
る
秋
季
大
祭
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
菊
花
展
の
季
節
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
九

州
一
の
菊
花
展
、
西
日
本
菊
花
大
会
が
当
大
社
境
内
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
竺
実
は
私
こ
の
菊
花
展
の
担
当
と
し

て
も
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
担
当
と
言
っ
て
も
実
際

に
菊
の
花
を
栽
培
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、

実
際
に
菊
を
育
て
る
愛
好
家
の
方
と
親
し
く
な
り
、
話

を
伺
い
、
様
々
な
菊
花
を
目
に
す
る
う
ち
に
、
菊
へ
の

愛
情
が
芽
生
え
、
大
好
き
な
花
に
な
り
ま
し
た
竺
菊

と
言
え
ば
墓
前
に
供
え
る
花
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
う
で
し

た
が
…
こ
こ
に
く
れ
ば
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
払
拭
さ

れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
▼
九

州
・
山
口
各
県
の
愛
好
家
た
ち
約
二0
0
名
が
一
年
か

け
て
丹
誠
込
め
て
育
て
た
約
三
千
鉢
、
色
取
り
取
り
の

菊
花
が
並
ん
で
お
り
ま
す
。
是
非
一
度
観
菊
い
た
だ

き
、
好
き
な
花
リ
ス
ト
に
菊
の
花
を
…
（
鈴
）

所
〒
八
―
-
|
―
二
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

糖
漬
や
匂
ひ
親
く
も
亡
母
の
顕
つ

屁
厨俳

句
作
品
集

宗
像
市
武
丸
白
土

柿
を
見
て
小
鳥
と
遊
ぶ
庭
の
す
み

凌




